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要旨:アパレルにおける物流管理ではリアルタイムでの在庫の可視化、在庫管理の綿

密化がますます重要になってきている。入荷予定在庫、物流センター在庫、居舗在庫、

返品在庫、庖間移動在庫、といった包括的、全社的で徽密な在庫管理が必要になって

いる。 SaaS型 WMSの事例検証を踏まえたうえでファッションビジネスにおけるロ

ジステイクス戦略の高度化を考察する。

1.はじめに らない。さらにいえば作業者は健全な精神状態、

アパレノレにおける商品管理・物流管理ではリア 肉体状態でスムーズにストレスなく作業を遂行す

ルタイムでの在庫の可視化、在庫管理の綿密化が ることができるようになる。無論、それは従業員

ますます重要になってきている。 満足 (ES)にもつながる。本稿では事例検証を

その対策として従来は高価で重装備の物流関 踏まえたうえでファッションビジネスにおけるS

連のソフトウエアを導入し、在庫圧縮・在庫戦略 a a s型WMSの可能性を考察する。

を進めてきたが、さらなる流行の短期化やトレン

ド、堵好の多様性などのアパレル市場の進化でよ

り高度で安価な IT物流サービスが求められてき

ている。そうしたロジスティクストレンドの中で

近年、注目を集めているのがSa a S (サース

サービス・アズ・ア・ソフトウエア)型WMS(倉

庫管理システム)である。 SaaSの利用者はソ

フトウエアを購入、所有するのではなく、インタ

ーネット経由でその機能を利用する。商品・物流

管理を行うにあたって、最先端のソフトウエアを

購入すれば初期導入にあたって多額の費用がかか

るがSa a S型WMSならば毎月の使用料を払う

だけで安価に高度なシステムの導入が可能になり、

導入期間も短く、メンテナンス作業の手間もかか

2.ロジステイクスにおける意思決定

ロジスティクスの最適化を考える場合、その戦

略、戦術、手法は意思決定がどれくらいのスパン

で行われるかということがベースに分類されるケ

ースが多い。すなわち意思決定のレベルをストラ

テジック(年次以上:長期)、タクテイカル(週次、

月次.中期)、オベレーショナル(時間、日次・短

期)のそれぞれに分類するのである。ストラテジ

ックレベノレの戦略には、配送センター、物流セン

ターの集約や新設などのロジスティクスネットワ

ークの設計、構築などがある。タクテイカルレベ

ルの戦術には、在庫管理、輸送計画システムなど

がある。オベレーショナノレレベルの業務には、物

3 



4 

流センターなどの日次のスケジューリングやトラ

ックの配送計画などが含まれる。

WMSの導入は、ストラテジックレベルとオベ

レーショナルレベルの双方に関係する。

3. ロジステイクスの高度化

アパレル・ファッション商品のように季節波動

が大きく流行に左右されやすく、かっ多品種・短

サイクルの生産と供給を円滑に実現することが求

められる商品については、 トータルリードタイム

の短縮と在庫削減を両軸とするロジステイクスの

高度化が不可欠と考えられる。

3. 1 トータルリードタイムの短縮

アパレルメーカーから見たサプライチェーン

を考える場合、リードタイムはサプライヤーから

メーカーにいたる「注文リードタイム」とメーカ

ーから卸売業を経て小売業にいたる「供給リード

タイム」に分けて考えることができる。

注文リードタイムにはサプライヤーがメーカ

ーの注文に応じて生産する時間、その生産のため

に必要な部材をサプライヤーが注文して取り寄せ

る時間、メーカーの物流センターなどに注文品を

梱包し、輸送する時間、購入品をチェックする時

間、それらの購入品を必要な場所まで運ぶ時間な

どが含まれる。

供給リードタイムには卸売業からの受注量を

予測し、実際の注文を処理する時間、生産計画を

立てる時間、流通加工などに要する時間、加工品

が士場、物流センターなどで移動、待機、品質チ

ェックなどを行われる時間、卸売業や小売業など

に輸送される時間などが含まれる。 トータルリー

ドタイムの短縮を考える場合、注文リードタイム

と供給リードタイムの総計を短縮する必要がある

わけである 10

なお、顧客には顧客固有の「我慢できる待ち時

間」が存在する。

そして注文リードタイムがその我慢できる待

ち時間よりも長くなれば企業の供給活動の質は低

下する。この顧客の我慢できる待ち時間のことを

「顧客の許容注文リードタイムJと呼ぶ。企業の

供給リードタイムと顧客の許容注文リードタイム

の差が重要なポイントとなるわけである。この点

を踏まえ、企業にとっての実質的供給リードタイ

ムは「実質供給リードタイム=供給リードタイム

一顧客の許容注文リードタイムJと定義すること

ができるに

トータルリードタイムの短縮を実現すること

により、需要変動の激しい多品種少量受注が可能

となる。以下の効果があると考えられる。

(1) 過少在庫の際の対応

リードタイムを短縮することによって、在庫か

ら補充できない場合でも顧客の注文に対して迅速

に対応することが可能となる。

( 2)ブルウィッフ。効果の低減3

ブノレウィップ効果とは「原素材など調達などで

発生するわずかな在庫の過剰分が、採取的には莫

大な在庫増につながる現象」のことをいう。多段

階の意思決定で情報の劣化が発生することに起因

する。リードタイムの短縮を図ることによって低

減できると考えられている。

(3 ) 需要予測の精度向上

需要予測を綿密に行う必要があることはいうま

でもないが、リードタイムが短い場合のほうがそ

の精度が向上することはいうまでもない。たとえ

ば、一年先の需要を予想する場合と一か月先の需

要を予想する場合では明らかに一か月先の需要を

予想するほうが容易であるケースが多いわけであ

る。

(4) ェ、ンエロン在庫のスリム化

リードタイムの短縮を行うことによって、生産

から消費におけるサプライチェーン全体での在庫



量が削減できる。

3. 2 戦略的リードタイムマネジメントの推進

クリストファーは、「ローラ・ア、ンュレーの小売

チェーンがロジステイクス戦略の失敗の結果、不

適切な場所に不適切な在庫を抱えすぎたために著

しい値下げ販売を余儀なくされた事例Jなどを紹

介し、戦略的リードタイムマネジメントの導入の

必要性を唱えている 4。そして以下に詳述するド

ロップシップソリューションとベンダー管理在庫

(VM 1)はトータルリードタイムをするための

有力な選択肢である。

(1) ドロップシップソリューション

ドロップシップソリューションとは直送方式シ

ステムを組み込んだロジスティクスソリューショ

ンで受注生産方式などと組み合わされることが多

い。特定ユーザー向けの製品などを製造工場など

から最終消費者のもとへダイレクトな個別配送を

戦略的に大規模に展開する。アパレルについては

インターネットビジネスの発達に伴い、導入され

る事例が増えている。

また物流に合わせて情報流も徽密にフォロー

する必要がある。たとえば、製造業の生産情報は

物流企業などのサーバーとインターネットでダイ

レクトで結ばれ、製造番号、購入注文番号、契約

情報、パッキング情報、製品情報などが荷主企業

と物流企業間で共有され、効果的に活用される。

(2 )ベンダー管理在庫 (VM1) 

顧客許容リードタイムが供給リードタイムよ

りも短い場合には、ブルウィップ効果の発生を回

避する高度な自動補充システムの構築が必要にな

る。

補充発注はEOS(電子補充発注システム)5に

より需要者である小売業から供給者である卸売業

や製造業に行われるタイプが多い。小売業が需要

予測を行い、基準在庫水準、標準納入リードタイ

ム、発注ロットサイズなどをもとに安全率を見越

しながらメーカーに発注するのである。

しかし実需情報が川下から川上にパッチ処理

で伝達されると、ブルウィップ効果が増幅される

恐れも出てくる。

これを回避するためには需要情報を可能な限

りリアルタイムにちかし、かたちで上流にタイムリ

ーに伝達する必要がある。

そのための方策として、ベンダー企業が直接、

府頭在庫や物流センターを管理するVMIが知ら

れている。

VMIではベンダー企業が居舗の在庫管理を

行い補充量を把握する。同時に物流センターの在

庫レベルや欠品率にも気を配る。

もちろん、たんに売れたものを売れただけ補充

するのではなく、売れ行きの特性や季節変動、曜

日変動、地域性、イベント変動なども織り込んだ

需要予測システムの構築を推進する必要もある。

4. 3 PLの導入

3PLとは「荷主に対して物流改革を提案し、

包括して物流業務を受託する業務Jと定義されて

いる 6，3PLを導入することにより荷主企業はコ

アコンピタンスに集中することができ、物流コス

トの可視化が図れる。ただし、外部委託すること

により、物流がブラックボックス化するリスクも

ある。したがって外部委託した場合の費用と比較

できるように自社の物流コストを詳細になど把握

しておく必要もある。

従来、アパレノレ業界では自家物流が主流であっ

た。これはそれぞれのファッション小売業の取引

形態や経営戦略などによって値札付け、検品、検

針などの物流加工業務に対する要望が異なること

とも関係している。

しかし近年は、物流領域における ITの高度化

などでこうした課題が解消されつつあり、物流業
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務を外部委託ができる環境が整ってきている。

5.アパレル在庫管理の特徴

アパレル商品はシーズン初めに商品のほとん

どを庖舗に投入する。倉庫に保管しておく補充在

庫はきわめて少量である。特殊素材や毛皮など材

料調達が困難で追加生産など不可能なときもある。

定番商品のような統計的手法の在庫戦略は使えな

いことも多い。たくさんの商品が売れ残りパーゲ

ンやアウトレットでも残ると翌シーズンへの「繰

越在庫Jとなる。利益が出たら償却し利益がなけ

れば在庫に残すなどの操作が行われることもある。

そこで販売可能数、すなわち現実の在庫に入荷

予定数を加え、さらにそこから出荷予定数を引い

た数字をE確に抑え、それを実際の在庫管理業務

のなかで、リアルタイムで可視化させて、とらえ

ていくことで欠品を最小限に抑えられるようにす

る。さらにいえば、ファッション関連商品などの

ように流行の固まぐるしい商品を販売する場合、

品ぞろえを充実させることも重要になる。他居に

はない商品を多くそろえることも大切である。同

時に、流行の変化の激しい商品を管理する場合、

「し、かに死に筋商品の発生を防ぐか」ということ

が大きなポイントとなる。実庄舗の場合は居頭在

庫が流行遅れの商品ばかりにならないように気を

つけなければならない。

商品のライフサイクルはますます短くなる傾

向にある。大量生産しでも、社会状況の変化や競

合他社の新製品発売の影響で、突然、商品が陳腐

化する危険もある。そうなれば商品はまったく売

れなくなってしまうかもしれない。季節変動や気

候変動にもすみやかに対応しなければならない。

季節を先取りし、商品をそろえていく必要がある。

さらにいえばファッション小売業にはネット

ショップ、百貨居、量販居などの多様な業態が存

在し、多様な受注情報、取引情報が発生する。商

品は同じでも、出荷形態は異なってくる。

だが、一つの物流、ンステムで一元管理すること

が効率的な物流を構築するために重要な機能とな

る。たとえばネットショップでは、「毎回の受注情

報にすべての取引先情報が入っている」というか

たちになる。そして受注情報は「個人情報の集結」

となるので、その対応も重要となる。同じ注文書

の中の商品別に自宅と勤務先などのかたちで出荷

先が分かれるといったものもある。受注管理機能

が一元管理できるほうが効率的であるロ複数のネ

ットショップが互いの売上情報を取り込んで、ネ

ットショップのオーナーがネット上の複数の出居

先の売上げを一元管理できるようになりつつある。

また百貨居取引などの場合、仕入れ形態が異な

れば、伝票や値札の形式も違ってくる。とくに値

札加工などは、独特の処理が百貨庖ごとに必要に

なる。量販庖では、センターからの一括納品体制

が構築されているところもあるが、そうでなけれ

ば、庖舗別の仕分けを行って出荷することになる。

また、同一庖舗からの受注情報でも「商品ごとに

出荷先の納品センターが異なる」とし、った量販庖

独特の処理が出てくる。いずれにしても多様な受

注情報を一元的に管理して行かないと効率的な物

流と在庫管理は不可能である。

6. WMSの導入効果

以上のアパレルの物流管理に関する課題を迅

速かつスムーズに処理するには手作業のみでは限

界がある。作業者がハードワークにより健康に問

題をきたすこともあるだろう。生産の現場で見ら

れるウエットショップと同様な問題が物流の現場

でも起こることは珍しくないわけである。手作業

が中心で作業者に多大な負荷がかかるやり方では

たとえ作業を遂行できたとしても作業者が精神的、

あるいは肉体的、あるいはその双方について健全

な状態で作業を行うことはできないと思われる。



そこでファッションビジネスにおける物流の

作業環境を健全なものとし、作業者が幸福感をも

って職務を全うするためにはWMSの導入による

IT化が大きなプラス材料となると考えられる。

WMS (倉庫管理システム)は入荷検品、入庫

棚入れ、ヒ。ツキング管理、クロスド、ツキング管理

などの商品・物流センターなどの運営を効率的に

サポートする機能(庫内作業支援機能)だけでは

ない。荷主サイドの視点からの入出荷管理、在庫

状況、在庫管理の効率化などに役立つ機能(サプ

ライチェーン支援機能)も持ち合わせている。

WMSは商品・物流センターなどの入荷から出

荷までの流れを在庫の最小化を図りながら低コス

トで遂行するシステムである。

WMS (倉庫管理システム)を導入することに

よってインテリジェンス化された商品センター、

物流センターには次のようなメリットがある。

(1)庫内情報管理の徹底

バーコードシステム、あるいは無線LANシス

テムや自動認識システムを導入しての人出庫検品

や格納ロケーションが可能となる。モノと情報を

一括して管理できる体制が整う。

(2 )社内外との情報共有の推進

入出荷情報、在庫情報などをたとえば販売、営

業などの社内の他部署と共有することが可能とな

る。また社外ともインターネットへのリンクなど

で情報、データを共有することが可能となる。

(3 )庫内作業の標準化・健全化

WMSの庫内作業支援機能により作業効率と

精度が向上する。作業指示情報は受注情報などを

もとに出来上がるので、庫内のモノの流れもスム

ーズになる。また目的の商品のロケーションがシ

ステムで管理されているので、補充作業の担当者

以外でも在庫確認や補充作業を容易に行えるよう

になる。無論、作業者の健康に配慮したムリ、ム

ダのない作業環境の構築にも大きく貢献すること

になる。

(4)作業の進捗状況の把握

作業の進捗状況をリアルタイムで把握すること

も可能となる。さらに各作業員の進捗状況をデー

タ化して分析し、各作業員の作業効率などを評価

する労働管理機能も持ち合わせている。また作業

の進んでいる場所から遅れている場所に移動した

り、作業を再分配したりするように作業員に遠隔

指示を出すことも可能となる。ピッキング、検品

などの完了した件数など、作業の進捗状況の具体

的な数値を現場に表示することで作業員のやる気

を引き出し、仕事を通しての幸福感を増幅させる

効果もある。

( 5)在庫管理の強化

商品センター、物流センター内などの在庫をリ

アルタイムで掌握することによって、過剰在庫、

安全在庫を極小化することができるロ欠品を最小

限に抑え、納品率を向上させることができる。ま

た日常の在庫の変動に関する諸データを発注先の

コンビュータに送ることで自動発注が行えるよう

にもなる。

(6 )運用コストの低減

在庫量の正確な把握により、実地棚卸にかかる

コスト、時間などを低減することが可能となる。

人手のかかる確認作業などを最小限にすることで

コストの削減を図れる。

(7)顧客サービスの改善

リードタイムの短縮、納品率の向上、流通加工

などの付加価値サービスの提供などが可能になり、

それによって顧客サービスレベルを大きく改善す

ることも可能になる。また注文当たりの利益率を

アップさせることも可能になる。顧客満足を向上

させ、顧客の幸福感を増長させることが可能にな

るわけである。

(8 )物流センターのトータノレバリューのアップ

物流関連(マテハン)機器や保管スペースの利

7 



用効率を大きく向上させることが可能になる。そ ることができる。

れによって、物流センター全体の施設価値も高め

図表1 ウエブ対応の入荷プロセス
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(出所)遠藤八郎、鈴木邦成 (2008年)~商品管理・物流管理』、 109 頁。

7. SaaSの活用

ただし、従来型のWMSはその導入、パージョ

ンアップにおいて多額の投資を必要としていた。

そのため、中規模以下のアパレノレ企業などの場合、

WMSの導入に跨蕗する向きも多かった。

そこで近年、注目を集めているのがSa a S (ソ

フトウエア・アズ・ア・サービス)である。 Sa 

B 

aSとは、ウエブ経由でソフトウエアの機能を提

供するというピ、ジネスモデルで、ある。 Sa a Sの

利用者はソフトウエアを購入、所有するのではな

く、その機能を利用するということになる。商品・

物流管理を行うにあたって、最先端のソフトウエ

アを購入すれば初期導入にあたって多額の費用が

かかる。



しかしSa a S型のシステムならば毎月の使用

料を払うだけで安価に高度なシステムの導入が可

能になる。導入期間も短くて済み、メンテナンス

作業の手間もかからない。

インターネットを介してWMSを活用すれば、

ソフトウエアのバージョンアップに気を使う必要

もなくなる。しかも自社環境、経済環境の変化な

どにも柔軟かつスピーディーに対応できる。「当初

と経営方針が変わったので契約をとりやめたいJ

というときにもコスト的な問題はほとんどなくす

みやかに解約できる。

たとえば、アパレル・雑貨業界向けのWMSと

して定評のある「ロジザード・プラスJはこれま

で幾度ものパージョンアップを続けている。けれ

どもユーザーが各回のパージョンアップに際して

特別な負担を強し、られることはない。迅速かつ安

価で高度な商品・物流管理システムの導入を実現

できるのである。

なおSa a Sなど、ではサーバー管理の手聞はか

からない。サーバーは企業が個別に持つ必要がな

くサービスを提供する企業が所有する。管理施設

の耐震、電源、入退室セキュリティなどにも気を

配る。サーバ一本体も個別企業では装備が困難な

高性能・高信頼な機器を使用し、バックアップや

ネットセキュリティも万全を心がける。

すなわち、 Sa a Sなどのサービス提供企業側

のサーバー管理を利用するほうがコスト面でも信

頼性でもメリットが大きくなるのである。アパレ

ル企業は中核業務に集中し、周辺業務にコストと

手聞をかけず、サーバー管理は ITの専門企業に

任せることが結局は得策となるといえよう。

8. SaaS型WMSの基本プロセス

S a a S型WMS(倉庫管理システム)を導入

しての基本プロセスを整理しておく。たとえばア

パレノレ・雑貨向けのSa a S型WMSアプリケー

ションである「ロジザード・プラス」を活用した

場合、次のようなプロセスが考えられる。

まず社内の部門間での情報共有を徹底させたう

えで、物流センターの在庫情報をリアルタイムで

把握し、顧客からの照会に即座に回答できる体制

を築き上げる。受注をファックス、メール、電話

などで受け、「ロジザード・プラスJにより在庫を

確認し、納期回答、出荷依頼を行う。ウエブ上画

面に ID、パスワードを入力することでアクセス

することが可能である。実在庫が確認できたら受

注を入力し、出荷指示を物流センターに送る。出

荷指示を受けてから依頼内容にあわせてパソコン

上で段取りを組み上げるc 顧客別、商品別の出庫

指示リスト、納品書などが自動的に印刷、発行さ

れる。物流センターではそれにあわせてピッキン

グ作業が行われる。

管理されたロケーションごとに商品取り出しが

ムリ、ムダ、ムラなく行われる。取り出した商品

にはリスト指示情報から値札付けなどの流通加工

が行われ、印刷された納品書を封入し、梱包され

る。取引先別の送り状ラベルも発行される。送り

状ラベルが貼られたら、 トラックヤードに出荷す

る物品を運ぶ。なお出荷運送業者にはフロッピー

ディスクなどで出荷一覧のデータを渡す。

こうしたシステムを導入していなければ出荷依

頼書、納品書などの手喜き業務の手間も多くなる。

誤記、記入漏れなども懸念される。誤出荷がいつ

発生するとも限らない。 WMSの導入にはさまざ

まな利点があるわけである。

9.導入の事例検証

マガシーク(マザーズ、上場)は人気出版社の女性

ファッション誌などと連携し人気ブランドアイテ

ムをウエブ、を介して購入できる「日本最大級のフ

9 
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アッションショッピングサイト」を運営している。

急成長を遂げたマガシークは、大きく伸びる受

注に物流システムの整備が追いつかなくなった。

しかし、システム開発を従来型の企業に依頼しで

もビジネスの成長スピードに追いつかないのでは

ないかという懸念が生じていた。そこでアパレ/レ

業界のSa a S型WMS (倉庫管理システム)と

して定評のある「ロジザード・プラス」に注目し

た。

そして「ロジザード・プラス」の導入でマガシ

ークは、ネットの速度にあわせたタイムリーな物

流システムの構築を迅速に完成させることに成功

した。

マガシークでは、雑誌に載った多くの商品をメ

ーカーから仕入れ、同社への商品入荷後はすぐに

写真を撮影し、ネット上にアップしている。若者

の感性に合った新鮮な情報発信が重要になるから

である。それをふまえ「ロジザード・プラス」の

導入にあたっても写真撮影管理などのカスタマイ

ズが行われた。また仕入れ先のメーカータグには

手を入れず、マガ、ンークのバーコードを貼付する

としづ方式も採用された。基本的なスキームに効

果的にカスタマイズを加え、導入効果を増幅させ

たのである。

同システムの導入前には在庫管理方法は、ブラ

ンド別、納品箱単位、外装表記で出入管理が行わ

れていた。ピッキングについては総枚数ピッキン

グと個別ピッキングで対応し、出荷検品は2人一

組の読み合わせ確認が行われていた。これが導入

後には在庫管理では個別ロケーションが導入され、

ピッキングは個別ピッキングにまとめられ、出荷

検品ではハンディターミナルが採用された。

日本の大手アパレルは、多くのブランドを展開

している。数十億円から百億円を超えるヒ、ツグブ

ランドもある。そして企業単位ではなく、プラン

ド単位で物流センター運営を行っているケースが

多く見られる。ただし近年は新プランドの立ち上

げなどに際しての新センター運営の際の IT化な

どが間に合わないということが大きな課題ともな

っている。

10. SaaS型WMSの課題

S a a S型WMSの導入は毎月の使用料を支

払うだけで迅速かつ容易に行うことができると

いう大きなメリットがある。

しかしながら、セキュリティの確保については

たして重要な顧客情報、在庫情報などをしっかり

ガードできるかという指摘もあるだろう。

確かにサーバー管理についてはSa a Sサービ

スを提供する企業が担当することになる。

しかしながらもしユーザー企業が自社て、サーバ

ーを保有するならば、サーバー管理の専門家も必

要になる。そしてそうなれば相応の人件費もかか

ることになる。これからも進歩と変化が続くサー

ノ〈ー管理専門の IT技術者を雇用しなければなら

なくなる。

だが、その技術に見合った仕事量が発生するこ

とは決して多くはない。 Sa a Sなどのサービス

提供企業但IJがサーバー管理行うほうがコスト面で

のメリットが大きくなるともいえよう。

また、サーバー管理の質についても同様である。

サービス提供企業に任せるほうが質が高くなると

も考えられる。ユーザー企業が自社で管理を行う

場合、担当者がほかの業務と兼務のようなかたち

になることが多い。サーバー管理だけのために専

従者を雇う余裕は中小企業などにはないだろう。

したがって専従者が何人もいて常にセキュリテ

イ管理などに目を光らせているサービス提供企業

に任せたほうが安全度は高まるともいえる。



1 1. S LAの導入

あわせてSLA  (サービスレベルアグリーメン

ト サービス品質保証契約)を締結することでセ

キュリティ管理の充実を図る必要もある。 SLA

とはビジネスプロセスの最適化の手段としてサー

ビスの提供側と利用側がお互いに条件を明確にす

るものである。ソリューションサービスの提供者

と利用者との間で適切な企業システムやネットワ

ークなどの品質を保証する文書契約である。

近年、欧米など、ではシステム構築にあたって導

入されるようになり、 3PLを手がける物流事業

者なども荷主企業とこの契約を取り交わすように

なってきている。

いうまでもなくWMSは物流現場の改善だけで

はなく、物流支援情報システム全体の構築とも深

くリンクしている。したがって物流事業者にとっ

ても SLAについての理解は重要性となってくる。

SLAによってカバーされる範囲・構成はシス

テムの構築・運用やネットワークなど広範にわた

る。サービスの範囲、サービス品質の評価指標、

指標に基づいた数値目標の設定などを取り決める

ことになる。

LAの導入にあたっては契約書と導入の合意書、

あるいは承諾書を作成する必要もある。

契約書にはサービス内容・料金、サービスの提

供方法、さらには機密保持、損害賠償、免責など

の事項が規定される。

またレスポンスタイム、システム障害時の復旧

時間、セキュリティ対策といった事項について契

約を結ぶケースもある。 SLAに反するような事

態が発生した場合のペナルティ条項を結ぶことも

多い。 SLAの契約内容は定期的に数値を測定で

きる指標などとなる。どのように数値を測定する

かということについても規定しておく必要がある。

もっともレベル設定をどのように行うかという

ことは容易ではない。入念な検討、調査が必要で

ある。「自社にとってどのようなレベルが適正かJ

ということを多角的に検証しなければならないの

である。荷主企業、物流事業者、情報システム会

社、物流コンサルタントなどがしっかりと諸状況

を検討、議論したうえで決定することが望ましい。

1 2.むすび

日本ではベンチャー企業や中小企業のみならず

大手アパレルにおいても導入事例が増え始めてい

る。さらにいえば、クラウド化の流れを追い風と

して、ファッション業界において広範にSa a S 

型のさまざまな ITシステムの導入が加速する流

れが出来上がりつつある。

日本のファッション業界における Sa a S型W

MSの普及はその好例のーっと考えることができ

るわけである。

同時にアパレノレ・ファッション業界における物

流管理の重要性も今後ますます高まっていくこと

になる。とくにネット販売においてはいかにイン

ターネットの速度にあわせた物流を展開できるか

ということが大きな鍵となってきている。

基盤となる物流・倉庫管理システムが従来より

も容易に導入できるようになることによって、ア

パレル・ファッション業界のロジステイクス戦略

はこれまで以上に高度化していくことになるとい

っても過言ではないだろう。
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